
◆はじめに◆
「ドクターAIは失敗しない　内視鏡検査の精度高く」という見出しのネット記事が目に留まった。最近、AI
をテーマとした記事を頻繁に見かけるようになり、AIについて少し気になって調べてみたので紹介したい。

◆AIとは◆
　AIとは人工知能を現すArtificial Intelligenceの略です。人工知能は、「人工的に作られた知能を持つ実
態」、「究極的には人間と区別がつかない人工的な知能のこと」等と定義されている。
　AIは、AIが誕生した1950年代後半に第1次ブームとなり、人間が判断のルールをAIに教えるようになった
1980年代に第2次ブームとなり、AIが大量のデータから自らルールを学習するようになった2013年以降に
第3次ブームとなっている。

◆AIvs人間◆
　30数年前、PCが普及し始めた頃、将棋、チェス、オセロなどの対戦ができるゲームソフトが出始め、人間
VS人工知能の勝負を目にする機会が増えた（第2次AIブーム）。
　AIの進歩は早く、1997年には、チェスで世界王者にAIが勝利し、2012年には、将棋で世界トップクラスの
人間にAIが勝利した。囲碁に関しては、長い間その探索範囲の膨大さと、盤面のポジションと動きの評価の
難しさからAIにとってもっとも厳しいゲームだとみなされていて、AIが人間に勝利できるのは、早くても
2025年以降と言われていた。
　しかしながら、DeepMind社によって開発されたコンピュータ囲碁プログラムであるアルファ碁が、
2015年に、碁のプロ棋士に勝利し、続く2016年には、当時世界最強と言われた棋士にも勝利した。AIが大量
のデータから自らルールを学習する深層学習（ディープラーニング）の急速な進歩がAIのレベルを高めるの
に大きく寄与している。

◆シンギュラリティ◆
　人間が人間を超えるAIを開発することができれば、そのAIは、さらに賢いAIを生み出すことが可能になっ
てくる。つまり、爆発的に知能の高いAIが開発され、人間には到底想像も出来ないAIがどんどん生み出され
て生活が一変すると言われている。このような人間を超える知能をもつAIが登場する時のことをシンギュ
ラリティと呼んでいる。シンギュラリティは2045年に到来すると予想されている。

◆ビジネスなどでのAI利用◆
　AIの急速な進歩に伴い、AIはビジネス全般で幅広く利用されている。以下は代表的なAIの活用例である。

【医療分野】 がん検出率95％! 人工知能を用いてがん細胞を特定　　　　　　　　　　　　　　
【乗物分野】 自動運転技術。需要予測AIでタクシーの売上増　　　　　　　　　　　　　　　　
【アパレル分野】 販売機会ロスとコスト削減を両立するAIによる需要予測と在庫管理　　　　　　　
【金融分野】 AIが数時間～数日先の為替変動を予測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【製造分野】 検品に活用し製品の外観検査を自動化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【食品分野】 売上データと気象データをつなぎAIで需要予測し食品廃棄を減らす　　　　　　　
【保険分野】 保険の加入・見積もりに関する質問もAIチャットボットが対応　
【人事分野】 AIで企業の“パワハラ発生”を予測

◆AIに関わる権利◆
　せっかく開発したAI関連技術はどのように保護されるのか? AIに深く関係する下記①②のテーマについ
て、それらを保護するための権利は以下のものが挙げられる。

　①「データ」（生データ、学習用データセット、個別案件データ）の保護　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊著作権（データベースの著作物）
　　　＊民法（不法行為）
　　　＊不正競争防止法（営業秘密、限定提供データ）
　②学習済みモデル（関数、パラメータ等）の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊特許権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊著作権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　＊不正競争防止法（営業秘密、限定提供データ）
　　　＊契約

※AIに関わる自社や他社の権利に関する相談は、鳥取県知財総合支援窓口(0857-52-5894）に問い合わせ
　下さい。専門家を含めた無料の支援を受けることができます。

◆最後に◆
　これまで人間が得意としていた「熟練の技」をAIが代行する時代が到来した。日本の人口減少、それに伴う
労働力不足を代替するものとして、AIを組み込んだ新しいシステムに対する期待度は大きい。
　その一方で、「熟練の技」「匠の技」を持つ人間が激減し、これまで人と人の間で行われてきた「技」や「知恵」
の伝承が途切れてしまうのではないかと心配される。機械の力を借りつつも、人が主役であり続けて欲しい
と願うばかりである。

　今回の出前授業では、焼却灰をリサイクルした製品が、様々な用途で使われている事を学習
し、リサイクルに興味、関心を持つきっかけ作りをしました。また、2人1組で焼却灰を固める
実験をし、固まっていく様子を観察することができました。その他、リンの吸着実験もしてい
ただき、盛り沢山の学習内容に、児童の皆さんも目を輝かせて取り組み、とても活気ある授業
となりました。

◆ 日　時 令和元年10月17日（木） 9：35～10：20
◆ 企　業 （株）大協組
◆ 講　師 勝水 誠 様 ・ 長谷川 理香 様 ・ 水石 友也 様
◆ 小学校 三朝町立三朝小学校
◆ 対　象 4年生 56名
◆ 内　容 灰を固めるリサイクル技術（エコソイリン）

企業連携出前授業　第6回

★児童アンケートより★
・エコソイルRはスポンジのように小さな穴がたくさんあってリンをつかまえることがわかりました。
・エコソイルRで道路が固まっているということを初めて知りました。
・実験でエコソイルRがリンを吸収することが分かった。
・とても楽しかったし又実験やいろいろなことを知りたいです。リンというものを初めて知りました。
・災害の時に役に立っているとよくわかりました。
・灰が再利用できるとは知りませんでした。
・私は実験が好きなのでとても楽しかったです。授業の後でさわってみたらすごく硬かったです。
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